
事例報告書 書式１ -①

仮名： 性別： 年齢： 障害名（ 程度） ・ 区分：

福祉サービ ス の利用状況：

検討し たいこ と （ 相談支援専門員が支援の中で困っている こ と ）

point :事例検討の目的をはっき り さ せる

・ 利用者の対応について検討し たい

・ 自分の支援が間違っていないか確認し たい

主訴（ 相談に来た理由、 ど う し たいか）

point :主訴を出発点にして相談が始ま る

・ 福祉サービス を利用しても すぐ に行かなく なってし ま う ので、 どこ か通える と こ ろはないか

利用者の特徴

point :利用者のイメ ージをも つ

・ 身長 、 体重(体格)

・ 性格(表情豊かでよ く 話す、 気弱で気持ちをなかなか言えない、 些細なこ と でも 腹を立て高圧的になる など)

・ 興味関心(お菓子が好き 、 よ く 出かける 、 テレ ビ の〇〇を見る など)

生活歴（ どのよ う な生活を送ってき たか、 楽し かったこ と 、 興味を持ったこ と 、 悲し かったこ と などのエピソ ード ）

point :利用者がどのよ う な生活を送ってき たかを理解する

・ 学齢期から 現在(福祉サービ ス 利用含む)ま でのエピソ ード を記入する

〇年〇月 小学校〇〇が楽し かった。 〇〇興味があった。 〇〇つら かった。

〇年〇月 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

〇年〇月 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

＊エピ ソ ード は要点のみ記載し 、 演習時は口頭で追加報告しても ら いま す。

社会的状況（ 家族関係・ 友人関係・ 学校・ 職場・ 福祉サービ ス 利用など ）

point :利用者を取り 巻く 社会環境を理解する

・ 生活環境、 家族関係、 家族以外の関係、 余暇の過ごし 方、 嗜好などを記入する



演習時に記載

②いつ頃から 困ったこ と が生じ たのか

point :困ったこ と の前後関係を理解する

〇〇頃から 生活介護事業所に行き たがら なく なった。 担当職員が辞めた、 父が単身赴任で不在と なったなど 、 環境の変

化があれば要点のみ記載する

③主訴に対して、 様々な情報から あなたはどのよ う に解釈し たか（ 見立て）

point :事実(情報)と 解釈(相談支援専門員の考え)を整理する

・ 〇〇の情報から 、 〇〇に困っており 、 〇〇の対応が必要ではないか

④検討し たいこ と に対して、 あなたはどのよ う に支援をしてき たか（ 支援経過）

point :自身があげている 検討し たいこ と に対して、 今ま でどのよ う に取り 組んだのかを、 時系列で整理する

〇月〇日 〇〇のため、 本人から 話を聞く (内容については口頭で報告)

〇月〇日 本人と 一緒に見学に行く 予定を立てる が、 拒否

〇月〇日 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

〇月〇日 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

〇月〇日 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

＊要点のみ記載し 、 演習時は口頭で追加報告しても ら いま す。

⑤その結果改善さ れたか

point :自身の支援の結果について振り 返る

・ ④の支援の結果、 〇〇は改善し たが、 〇〇については改善さ れていない

・ 改善さ れず、 進んでいないで困っている

（ 検討） 意思決定支援の展開で気をつける こ と

（ 検討） 検討課題に対して具体的な支援方法

演習時に記載

point :誰が困っている のかを理解する

・ 相談に来た母親が困っている のか、 本人が困っている と 母親が言っている のか

①誰が困っている のか(本人・ 家族・ 学校・ 職場等) ＊複数可



エコ マッ プ 

チ ーム ア プ ロ ーチ

における 支援方針 

本人が、 周り の人と う ま く 付き 合いながら 、 住み慣れた自宅を守り (暮ら し 続け)、 やり

がいのも てる 仕事が見つかる よ う に、 医療・ 福祉・ 地域の支援者が応援団と なって、 見

守リ 支えていく 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前主治医 

コ ーヒ ー 

ショ ッ プ 

店員 B 子 

母ケアマネ 

就労支援事務所 

生活介護事業所内 

障がい当事者 

自治会○○組  
会長 

（ 5 0 ）  

相談支援専門員 

近隣住民 

民生委員の 
男性（ 6 0 ） 

ヘルパー事業所 

病院 

主治医 

生活介護事業所 

サービス  

提供責任者 

サービス 

管理責任者 

支援員 

訪問看護事業所 

看護師 

 

 

チームアプロ ーチ

の展開でこ ま って

いる こ と  

本人の希望する 生活実現のためには、近隣住民をはじ めと し た幅広い人間関係の構築が

必要であり 、 本人自身も それを望んでいる 。  

本人に無理なく 、 周囲と 良好な関係を築く ためには、 どのよ う なメ ンバー構成・ 役割分

担でチームアプロ ーチを展開し ていく べき か? と いう 点で悩んでいる 。  

書式１ -② 

＜関係＞ 弱い ←                             →強い 

 

葛藤   



書式１-③

利用者と地域資源（人）の関係性

利用者と社会資源（人）との関係性

相談支援専門員と地域資源（人）および社会資源（人）との関係

チームアプローチの展開でこまっていることへの対応策

関係性

〇近隣住民
本人との軋轢が生じておリ、過去5年間近所付き合いが断絶している。民生委員の男性(60歳)だけは、幼少期か
ら本人のことを見守っており、よき理解者。困ったことがあれば、カになりたいと言っている。

〇自治会〇〇組(構成員60名)
本人も加入している障害当事者の自治会。他の会員との関係は良好とはいえず、トラブルに発展しそうなときは、
会長(50歳)が、さりげなく周囲との仲を取りもってくれている。

〇コーヒーショップ店員B子(30歳)
本人行きつけの、近所のコーヒーショップ店員。優しく笑顔が素敵な30歳女性。本人が好意を寄せている。

〇病院・・・信頼する前主治医(現在は退官)から引き継がれた現主治医によリ定期受診(月1回)。
〇訪問看護・・・週2回利用しており、看護師との関係性は良好。
〇生活介護・・・週3回利用。陶芸作製やドリップコーヒーを振る舞う等、興味・関心のあるものには精力的に参
加。
〇ヘルバー・・・少しでも気が合わないへルバーがいればすぐに交替。事業所も5か所変更した経緯がある。
〇相談支援専門員・・・2年前のセルフプラン作成の補助から付き合いがあり、本人曰く、話のわかる存在。
〇母ケアマネ・・・母親の担当ケアマネジャー。本人とのかかわリ はほとんどない。
〇就労支援事業所・・働きたいという希望から相談支援専門員が紹介した事業所。就労相談時にはトラブルな
し。

〇近隣住民(民生委員の男性60歳)・・・担当者会議で初顔合わせ。近隣住民との関係性修復に向けて頼もしい存
在。
〇コーヒーショップ店員B子・・・近隣関係・就労関係のきっかけとしても接点を増やせたらと模索中。
〇自治会〇〇組(会長50歳)・・・地域協議会等でも顔なじみ。ピアサポーターとしても協力を要請している。
〇病院・訪問看護・・・在宅医療の全面的なサポートを約束いただいている。情報共有を密に連携している。
〇生活介護・・旧中支援の要として、密に連携している。
〇へルパー・・・本人の相談員になってから3回の事業所変更をしておリ 、かかわり方について密に情報共有して
いる。
〇母ケアマネ・・・担当者会議をきっかけに定期的に情報共有している。
〇就労支援事業所・・・就労経験のない本人が好きなことを仕事にするためにはどうすればいいのか相談してい
る。

演習時に記載



ス ト レ ングス ・ アセス メ ント 票 書式２－①

書き出し【●】本人の言葉 【○】家族等の言葉 【・】事実や行動（社会資源等）

A　現在のストレングス
私の今のストレングス

個人：環境

B　(未来の)希望：願望：熱望
何がしたいか：何がほしいか

C　過去の資源
どんなストレングスを使ってきたか

・グループホームに入居
・電車やバスなどの利用ができる(スイカ
は不可)
●健康のため駅まで歩いています(20分)
・最寄りのバス停までは5分
●休みの曰には友人と外食や買い物、母
のお見舞いには毎週行っています
〇共有部分の掃除や自室の掃除は支援
員さんと一緒に行う
・携帯電話をもっており、電話やメールを
利用できる

●自分のテラスハウ スで一人暮らしがし
たい
●パソコンがほしい
●旅行に行きたい(奈良)。できれば、一
人ではなく誰かと一緒に楽しみたい
●就労のために資格がほしい
●歴史の勉強がしたい
●就労移行事業所に通って就職したい

・父と母と本人の3人で暮らしていた
・全寮制の高校で半年生活をし、洗濯な
どやっていた
・家のことはすべて母親がやってくれてい
た
・バイクに乗れていた

・年金と家賃収入で月20万円程度
・後見人が金銭管理をしてくれている(通
帳管理と2週間分の生活費、必要に応じ
て手渡し)
・父親が残してくれた預貯金がある
・母親にも後見人がついている

●就労して貯金を増やしたい ●ア ルバイ ト で月10万円も ら っ たこ と
があ る
●何かほし いも のがある と き は母がお
金を く れて いた

●就労継続支援B型事業所に週5日通っ
ています
●学生のときから歴史は好きで、今興味
が強い

●就職するために就労移行事業所に通
いたい
●自動車の免許がほしい
●パソコンが使えるようになりたい
●歴史の勉強や考古学を学びたい
●母のお見舞いには毎週行きたい

●仕事をしていたことがある(老人ホーム
や工場、パン屋、など)
●一人旅(京都や奈良など)によく行った
●旅行の計画を立てるのも好きだった

●中学のときからの友人と今も食事に
行ったリしてます
・母は特養に入居中
●親類はいるが、連絡してません
●事業所にも仲のよい人がいます
●事業所の職員さんにはいろいろ相談し
ています
●後見人さんもよく来てくれます
●相談支援専門員さんが週に1回来てく
れ、一緒にご飯を食べたりしています
●母の施設の職員さんとは仲よしです

●今かかわってくれている人はこれからも
大切にしたい
●旅行に一緒に行ってくれるような友人
がほしい
●日本の歴史について学び、語り合いた
い
●就労して、上司や部下といった関係を
つくってみたい

●家族以外で信頼できるのは中学のとき
の〇〇君だけだった

社会的支援（ 家族、 友人と の関係、 所属、 サポート ネッ ト ワ ーク 、 支援的人間関係）

家・生活環境（住居、日常生活、移動手段、行動範囲など）

経済状況

日中活動（ 就労、 教育、 専門知識、 通所、 通学含む）



●成人病になっちゃいました(メタボ？)
・〇〇病院(精神科)月1回
●歩くのが好きなので、健康のためにも
歩くようにしています

●健康を維持したい ●今まで大きな病気はしたことがないが、
高校生のときに急性腎炎といわれた

●天気のよい日には歩いています( 2 ～3
時間歩くこともある)
●母のお見舞いには必ず行っています
●歴史の本や勉強をしてると楽しいです
●大河ドラマは勉強になりますよ
●横浜べイスターズの試合は見てます

●旅行に行きたい
●歴史の勉強がしたい(日本の)
●バイクに乗れたら楽しいかな
●横浜べイスターズが好きなので、野球
を見に行きたい

●一人で神社や仏像などを見て回ってま
した
●家族で旅行(年に2回くらいは行ってい
たときもあった)が楽しくて仕方がなかった
●大河ドラマを欠かさず見ていた

●親や友人を大切にしている
●大器晩成という言葉が好き
●歴史はおもしろい

●母にしつかりとした(バリバリ働いて自立
している)姿を見せたい
●歴史の勉強は続けていきたい
●できれば人の役に立つ仕事がしたい
●自分も家族をもちたい

●母の施設に行き、福祉や介護の人の大
変さがわかり、一人では生きていけないと
思った

追加コメント・わたしを理解するために大切なこと

4）

余暇活動（ 趣味、 レ ク リ エーショ ン ）

健康状態（ 快適な状態、 受診など 医療を 含む）

1）テラスハウスで一人暮らししたい

Spi r i t ual i t y 文化 / 生き がい（ 大事にし ている こ と 、 人生観、 家族観、 価値観）

2）誰かと一緒に旅行に行きたい

3）歴史の勉強がしたい

 わたし の希望・ 願望の優先順位は



書式 2－② 

地域変革のためのヒ ア リ ン グ シート （ 利用者から 見た 地域の状況）  

 
【 １ 】 利用者が参加・ 所属し ている 地域組織ま たは参加し たがっ て いる 組織について 

組織の名前は？ 地域の卓球ク ラ ブ 

ど の程度の「 参加」 か？ 以前は週1回必ず参加し ていたが、 就職し てから 辞めてし ま

った 

参加し やすい条件整備がなさ れてい

る か？ 

好き な卓球ができ る こ と や、 年配者の方から 可愛がら れて

いたので楽し く 参加し ていた 

ど う いう 条件が整えば、 も っ と 参加

し やすく なる か？ 

卓球をし たいと いう 気持ちが芽生えれば参加する かも し れ

ない 

  ＜注＞自治会・ 趣味グループ・ 学校・ ファ ンク ラ ブ・ 生涯学習グループ・  

各種〈 連続〉 講座・ ボラ ンティ アグループ 

 

 

【 ２ 】 利用者の交友相手〈 友達〉 について 

ど んな関係の人 養護学校時代の友人 

利用者の資源になり う る か 学生時代は-緒に映画を観に行く こ と も あったが、 今はお付

き 合いがない 

ど う し たら 資源になる か 久し ぶり に会って話ができ れば、 以前のよ う なお付き 合い

ができ る かも し れない 

  ＜注＞井戸端会議の相手・ 同窓生・ 趣味友達・ 講座友達・ 級友・  

 

 

【 ３ 】 利用者が所属し ている 当事者組織について 

ど んな組織に属し ている か 某就労継続支援B型事業所 

利用者同士の問題解決のために十分

機能し ている か 

利用者自治会があり 、 生活のルールや利用者同士の関係の

あり 方等について話し 合いをし ている  

も っ と 機能する ためには、 ど う いう

支援が必要か 

話せる 友人は数人いる が、 遠慮し がちなと こ ろがある ため

、 仕事ばかり でなく 、 レク リ エーショ ンを通し て関係性が

深めら れる よ う 支援する  

利用者はど んな役割を 果し たら いい

か 

事業所を利用する 仲間と し て、 楽し みを共有し 、 助け合う  

その組織は利用者にと っ てど んな意

味があ る か 

母の希望で就職を目指し ていたが、 就職する こ と に強い抵

抗を示し ている こ と が浮き 彫り と なり 、 豊かな生活につい

て考える よ う になった 



書式 2－② 

【 ４ 】 利用者に（ 福祉的に） 関わっ ている 人や組織・ 企業〈 商店〉 ・ 隣人について 

ど んな関わり を し てく れている か コ ンビ二などで買い物する こ と ができ る が、 母と 一緒に出

かける こ と が多い 

も っ と すすんだ関わり を し ても ら う

には、 ど んな条件が整備さ れたら い

いのか 

社会性を広げる ため、 一人で自由に外出する こ と ができ た

ら よ い 

こ ちら と し てど んな努力を し たら い

いか〈 ど んな仕掛けを 施し たら いい

か〉  

ま ずは一緒に外出し て楽し みを共有し 、 興味関心を広げて

いく  

 ＜注＞行き つけの商店の主が、 店頭で親切にし てく れる 程度でも いい。  

 

 

【 ５ 】 利用者が見込んでいる 相手〈 相談に乗ってく れたり 、 困った時助けてく れる 人〉  

   行き つけの商店・ 診療所の医師・ 隣人について 

その利用者が見込む相手はど う いう

条件があ る のか 

某就労継続支援B型事業所の担当職員は、作業がう ま く いか

ないと き や困ったと き に親身に相談に乗ってく れる  

利用者が見込んでいる 人が、 見込ま

れたこ と を き ちんと し ている か。  

引っ込み思案なと こ ろがある ので、 不安そう なと き は担当

職員から 声かけをし ている  

し ていないと すれば、 それはなぜか 本人のペース に合わせて、 時に見守る こ と も 必要 

見込ま れたこ と を その人が実行する

には、 ど う いう 働き 掛けが必要なの

か。  

本人の内面の葛藤を理解し 、 言葉では表出さ れない気持ち

を汲める よ う にSVを行う  

 ＜注＞なぜその人を見込んでいる のか。  

 

 

【 ６ 】 利用者の親族で、 利用者が頼みにし ている 相手について 

その相手は、 利用者の期待に添う よ

う に行動し ている か 

休日は母と 一緒に買い物に出かける こ と も ある が、 時々う

っと う し いと 思う こ と も ある  

し ていないと すればそれはなぜか 心配のあま り 関与し すき 、 なと こ ろがある  

ど う し たら 期待に添う よ う に行動す

る よ う になる か 

本人が成長し ている こ と を理解でき れば気が楽になる ので

はないか 

他の親族はなぜ頼り になら ないのか 以前はよ く 家族旅行に出かけていたが、 最近本人が行き た

がら なく なったので、 父が寂し そう にし ている  

ど う し たら も っ と 頼り になる 親族に

なる のか。  

でき る こ と にはロ 出し せず、 任せる など大人と し て認める  
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【 ７ 】 利用者の〈 こ れから 戻る 〉 近隣は、 利用者にと っ ていい近隣か。  

ど のよ う に頼り になる か 卓球ク ラ ブでは皆から 可愛がら れていたので、 楽し く て仕

方がなかった。 ま た卓球が大好き で石川佳純のファ ン 

ど のよ う に頼り になら ないか 以前一緒に卓球をし ていた人がいる かはわから ない 

ど んな人材が存在し ている か〈 世話

焼き ・ 口利き ・ など 〉  

年配の方が一緒に練習し てく れたり 、 休憩時間にたわいも

ないおし ゃべり をする のが楽し かった 

も っ と 頼り になる 近隣にする にはど

う し たら いいか 

卓球ク ラ ブに参加する のも よ いかと 思う ので、 見学に誘お

う かと 思う  

 

 

【 ８ 】 利用者の周囲で、 活用でき そう な地域資源はあ る か。  

ど んな資源が分布し ている か〈 いわ

ゆる ボラ ン ティ ア や民生委員、 福祉

推進員だけでなく 、 世話焼き さ んや

、 保健福祉のプロ 、 各種公共機関な

ど も 〉  

某就労継続支援B型事業所のサービス管理責任者と 連携し 、

作業以外のレ ク リ 工ーショ ンへの参加を通し て興味関心を

広げていき たい 

それぞれど んな資源性を 持っ ている

か 

事業所の利用を通し て、 安心の中で人と の付き 合いや興味

を広げ、 社会と のつながり を増やし ていく き っかけと なる  

それぞれ利用者にど んな資源になり

う る と 思う か 

豊かな生活が送れる よ う になる  

それら の資源を 利用者に振り 向ける

にはど んな仕掛けが必要か 

事業所内で卓球をする こ と ができ れば地域の卓球ク ラ ブと

つながる かも し れない 

それぞれがよ り 強力な資源になる に

は、 ど んな仕掛けが必要か 

利用者にと って事業所が地域と の接点と なっている こ と を

理解し ても ら える よ う にする  

 

 

【 ９ 】 利用者にと って「 隠れた資源」 と なっている も の〈 利用者を元気にさ せている も の〉  

   について 

 

あ る と すればそれは何か 

 

・ 卓球ク ラ ブ( 参加し ている 年配者の方)  ・ 養護学校時代の

友人 

＜注＞特に動植物や自然環境、 日常生活の各種グッ ズ、 遊び・ ス ポーツ など 、 人間以外の資源に着目。  
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【 10】 利用者は地域に対し て、 ど んな資源性を 有し ている か。  

資源性と それが機能し ている 対象を

羅列 

卓球ク ラ ブ 

利用者が頼り にし ている 相手に対し て 、

ど んな資源性を 発揮し ている か  

以前は卓球ク ラ ブに所属し 大会に出場する こ と で、 家族が

応援に来ていた(喜んでいた) 

利用者が潜在的に有し ている 資源性

は何と 何か 

体を動かすこ と 、 卓球をする こ と  

それぞれ誰に対し て資源と なり う る

か 

好き なこ と に取り 組んでいる 姿を見る と 家族が安心する  

利用者の資源力を 増強さ せる には、 ど

んな支援が必要か 

好き なこ と を増やし ていける よ う 、 いろいろなこ と を体験

し てみる  

 ＜注＞隣人の相談相手、 同じ ハンディ を持った人の相談相手、 趣味グループなどで、 ユニーク な働き をし て

いる 、 など。  

 

 

【 11】 利用者にと っ ての資源同士のネッ ト ワ ーク の状況はど う か。  

こ れま で挙げら れた資源相互の連絡は

ど の程度な さ れている よ う か。 お互い〈

資源同士〉 、 その利用者に関わっ ている

こ と を ど の程度承知し ている よ う であ

る か  

現在は卓球ク ラ ブと のつながり はないが、 辞める 際にいつ

でも 戻ってき ていいよ と 言われた 

も っ と き ち んと ネッ ト ワ ーク ができ る

た めには、 ど んな支援が必要か  

卓球をやり たい気持ちがある よ う なので、 参加を急ぐ ので

はなく 、 卓球のどこ が好き かなど話を聞く こ と から 始める  

 

 

 

【 12】 利用者の自宅〈 居住場所〉 は、  

資源を 発掘・ 活用する のにど のよ う に適

し ている か、 ま たは適し て いな いか  

駅ま で歩いて10分程度であリ 、 近隣には商店街がある  

よ り 多く の資源を 発掘・ 活用する ために

、 ど んな 環境整備が必要か。 〈 利用者の

セルフ ケ ア マネジメ ン ト 能力の開発。自

宅の改造。 支援者の確保。 資金援助な ど

〉  

いろいろなこ と を経験し 、 生活の幅を広げていく 。 家族は

本人を認め、 見守っていける よ う 支える  

 

 

 

 

 

 



書式 2－② 

【 13】 利用者のセルフ ケアマネジメ ント 能力〈 自分の状態を正確に把握・ ハンディ の中身も 客観的に把

握・ その克服策の工夫・ 必要な資源を発掘・ 活用する 資質等〉 の評価を し てみよ う 。  

 

セルフ ケ ア マネジメ ン ト 能力の評価 

控えめだが、 自分の意思を伝える こ と ができ る 。 養護学校

時代は卓球部に所属し 全国大会に出場し たほどの腕前であ

る  

＜注＞人に好かれる 〈 人が寄っ て来る 〉 ・ 自分も 人が好き ・ 人の好き 嫌いがない・ 困っ たら 困っ たと 言える ・ だれにも 気軽

に助けを求める こ と ができ る ・ 助け手を 上手に探し 出す・ お礼の言い方・ 仕方も 上手・ 人間関係に長けている 。 自分も お返

し ができ る ・ 自分の〈 他人に〉 でき る こ と を 上手に生かす・ 自分の意思をき ちんと 伝えら れる ・ コ ミ ュ ニケーショ ン手段を

持っている し 使える ・ ど こ へでも 気軽に出かける ・ 人を 呼び込む場〈 空間〉 を 確保し ている ・ セルフ ケアマネジメ ント のた

めの支援者〈 秘書？〉 を確保し ている  


